
伊勢•三河湾流域ネットワーク
国連生物多様性の10年(UNDB)市民ネットワーク
中部の環境を考える会
四日市ウミガメ保存会
よみがえれ長良川実行委員会

主催

日時：2017年3月12日（日） 13:30～16:45 （開場13:00）
会場：ウインクあいち 1302
資料代500円／学生無料　※予約不要

講演1
『長良川河口堰最適運用方法の模索
　　　　　　　－5年間の経験から』
伊藤 達也（法政大学教授）

講演2
『伊勢・三河湾の環境の状況と漁業』
磯部 作（放送大学客員教授）

講演3
『「愛知目標」の達成にむけた
　　　　日本の「環境政策」の課題』
吉田 正人（筑波大学教授）

シンポジウム
◎パネリスト

伊藤 達也／磯部 作／吉田 正人
◎コーディネーター

高山 進
伊勢•三河湾流域ネットワーク

◎司会

三石 朱美
国連生物多様性の10年市民ネットワーク

日

このイベントは地球環境基金の助成を受けて行っています。　

長良川河口堰

六条潟（三河湾）

奈佐の浜（答志島）

●10:00～ 「生物多様性条約 COP13報告 in 名古屋！」 も開催 〈裏面参照〉

生物多様性COP10から６年・長良川河口堰運用21年
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高山 進
伊勢•三河湾流域ネットワーク代表世話人
大阪府枚方市出身。2015年三重大学退職。
専門は「地域環境管理学」で、地域で生じる環境問題の解決
のための政策、参加のあり方に関心がある。2005年から伊
勢・三河湾流域ネットワーク共同代表、2009年から生物多様
性条約市民ネットワーク共同代表、2012年から現在まで志摩
市里海創生推進協議会会長として基礎自治体による沿岸域
統合管理の政策作りに携わる。

出演者紹介

磯部 作 
放送大学客員教授
家は祖父の代まで漁師。日本福祉大学教授を経て、現在、放
送大学客員教授。専門は地理学。沿岸域の漁業や、開発と公
害・環境問題、地域づくりなどを研究。伊勢・三河湾流域ネッ
トワークの結成に携わり、現在、監事。日本福祉大学で知多
半島の漁業者や学生と魚食普及料理交流会を開催。前日本
環境学会副会長。愛知県の漁業関係の委員なども。現在、環
境省の海ゴミ関係の委員や、伊勢湾の専門委員。

三石 朱美
国連生物多様性の10年（UNDB）市民ネットワーク
2010年に名古屋で開催された生物多様性条約COP10を契機
に、同条約の関連会議に継続して参加、世界中の先住民族や
地域コミュニティの代表者と共に、生物多様性が地域の文化
や生活にもかけがえのない影響をもたらし、尊重されるべき事
を発信している。2004年より日本環境法律家連盟（JELF）事
務局で勤務。沖縄ジュゴン米国訴訟などにも取り組んでいる。

吉田 正人
筑波大学大学院人間総合科学研究科教授

COP9の頃からつとめたIUCN日本委員会会長を昨年退き、現
在はIUCNJ2020年事業準備委員会共同代表として、にじゅう
まるプロジェクトの推進に携わるとともに、2020年以降の生物
多様性、気候変動、持続可能な開発の共通課題を探る（仮称）
さんじゅうまるプロジェクトの目標づくりに取り組んでいる

伊藤 達也
法政大学文学部教授
専門は経済地理学、特に水資源問題に関心を寄せている。
1990年名古屋大学大学院単位取得満期退学、2007年名古
屋大学で博士号（博士（環境学））取得。1990年金城学院大
学短期大学部就職。2008年から法政大学文学部教授。著書
に『水資源計画の欺瞞』（ユニテ、2008年）、『木曽川水系の水
資源問題』（成文堂、2006年）、『水資源開発の論理』（成文
堂、2005年）等がある。

生物多様性COP10から6年・長良川河口堰運用21年

生物多様性条約 COP13報告  in 名古屋！
日時：3月12日（日）午前10:00～12:00
会場：ウインクあいち 1105（定員：40名）
主催：国連生物多様性の10年（UNDB）市民ネットワーク
＊このイベントは地球環境基金の助成を受けて行っています。　

昨年初頭1月31日に四日市で第一回シンポジウムが成功裏に行

われ、その後「伊勢湾流域圏再生実行委員会」が立ち上がりま

した。シンポジウム当日読み上げられた伊勢湾流域圏の再生シ

ンポジウムアピールでは「各行政・事業それぞれの既存の計画

や施策を乗り越えて『流域圏という生態系の価値を高めること

をベースに置いた統合政策』へと舵を切るダイナミックな転換

の動きは未だ始まっていません」と謳われました。

生物多様性条約COP10で採択された「愛知目標」の達成期間

が残り4年となった今回、「愛知目標」の達成に向けた日本の

「流域圏政策」の課題を確認し、さらに長良川河口堰の最適運

用方法、三河湾再生の課題について専門家から具体的に問題

提起をいただきながら、議論を進めていきたいと思います。

2016年12月4日～17日、メキシコのカンクンで開催された生物多様性条約
COP13の報告会。本会議の様子、CEPA フェアでのサイドイベント、記者
会見や現地でのネットワーキングの成果などについて、皆さんと共有し
たいと思います。お気軽に足をはこんでください。

同日、午前中に開催

愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38　Tel.052-571-6131

JR・地下鉄・名鉄・近鉄「名古屋」駅
◎JR名古屋駅桜通口からミッドランドスクエア方面徒歩5分
◎ユニモール地下街5番出口より徒歩2分
駐車場有り（有料）

［ 会場のご案内 ］

お問い合わせ

090-1284-1298（武藤）

よみがえれ長良川実行委員会

http://nagaragawa.jimdo.com/

ウインクあいち
（愛知県産業労働センタ－）




